
Copyright  2025  Kewpie Corporation , All rights reserved.

第５回アニマルウェルフェアに関する意見交換会 資料

キユーピーグループにおける

アニマルウェルフェアへの取り組み状況

2025.07.16
キユーピー株式会社

ｸﾞﾙｰﾌﾟｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ担当
森佳光

1／6

資料６



Copyright  2025  Kewpie Corporation , All rights reserved.

１．当社グループの公表内容 ① 2／6

当社のＨＰ企業サイト

↓

サステナビリティ

↓

持続可能な調達

↓

持続可能な調達の推進

↓

アニマルウェルフェアに

関する考え方と取り組み

・基本的な考え方

・取り組みについて
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１．当社グループの公表内容 ② 3／6

◆2024年度の取り組みの状況

・AWに関するサプライヤー監査の状況
・CF飼養卵を使用した商品提案の状況

◆CF飼養への取り組みについて

・国内の養鶏事業者ロ支援するとともに
その普及に努め、市場づくりと拡大にも取り組む

◆取り組みの目標について

・グローバル、リージョンに分けて
目標を設定
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２．普及と市場づくりの取り組み事例 ~蔦屋書店 “AW、CF” をテーマにしたポップアップフェアを開催~
4／6

＜全景＞＜当社展示・表＞ ＜当社展示・裏＞

←新村先生の書籍、日本動物福祉協会のパンフレットを配置

＜黒富士農場展示＞

目的；AWやCF飼養の認知、市場啓発と当社グループの取り組みへの認知・共感の醸成

＜らでぃっしゅぼーや展示（マヨ、卵スープ）＞

・・・

＜POPの事例＞
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３．業界団体としてのアニマルウェルフェアへの取り組み内容と事例 5／6

内容） 事例）

東京農工大学の先進的な動物福祉モデル鶏舎「Unshelled」

を視察、新村毅農学部教授と意見交換

１）採卵鶏のアニマルウェルフェアをめぐる国内外の情勢

２）日本における採卵鶏の飼養動向

・9割以上の農業者で効率的なケージ飼いを採用、国内の旺盛な

鶏卵需要を充足する安定供給を支えている

３）採卵鶏のアニマルウェルフェアに関する当協会の考え方について

・養鶏産業の持続的な発展確保において、AWに沿った飼養管理の

取組が、日本固有の自然環境や狭い国土などの地理的な制約、

生で卵を食べる食習慣等に対応される形で推進されていくことが重要

４）当協会のこれまでの取組

・2021年より農水省、畜産関係団体、アカデミアとの意見交換等を実施

５）今後の協会の取り組み方針
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４．これまで以上に重要になるアニマルウェルフェアの認知向上 6／6

ＡＷに配慮した飼養に積極的に取り組む生産者

懸念

生産コストup要因

・ 販売先や消費者には何も伝わらない取り組み努力

・ 取り組み努力が合理的な価格形成に反映されない

・ 食品産業全体としてＡＷへのモチベーション停滞

ＡＷ向上に取り組むことが産業の価値向上と

持続性に繋がる動きを作らないといけない

背景
・ 飼養環境の改善
（鶏舎や設備の改良や投資によるコスト負担増加）

・ 飼養に必要な手間や人手の増加、生産性の低下

✓ 第三者認証的な取り組み努力の表示

✓ 生産者の取り組みの意義の認知啓発

✓ バリューチェーン全体での認識の統一

↓

✓ 消費者の選択機会拡大、取引の円滑化
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